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若葉小学校、けやき台小学校の統合問題についての請願書 

 

１ 受理年月日 平成２８年１１月２１日 
 
２ 請 願 者 立川市若葉町３－６３－４１ 
          若葉小学校父母の会 
           代表 岩本 江身子 
 

３ 紹 介 議 員 大沢 豊、上條 彰一 
 
４  請願の要旨 
 現在若葉小学校とけやき台小学校の児童数は立川市教育委員会が適正規模とする

数を満たしており、この統合計画は性急であります。よって適正ではない人数に減

少するまで統合は先延ばし若葉小学校は存続して下さい。けやき台小学校は老朽化

が進んでいる為、早急に当初の予定通り大規模改修を進めるべきですが、出来ない

のなら調査をし納得のいくデータを公開してください。その結果大規模改修では安

全面で問題があり建て替えが必要ならば、若葉校区の児童数に見合った大きさとし

て下さい。統合時期については児童数の推移を慎重に見守り然るべき時期に検討し

て下さい。 
 
５ 請願の理由 
 けやき台小学校区を通る五日市街道とすずかけ通りは、立川市内でも交通事故発

生率の高い危険な通りです。近年高齢者や小学生が関わる交通事故が急激に増えて

います。若葉町には高齢者と小学生が多く住む団地が２つあり、その間を通る２つ

の街道を通学路とする事は大変危険です。統合すれば７００人近い児童が毎日行き

来する事になります。地域の見守りだけでは安全を守りきれません。 
２つの学校にはそれぞれの特色や良さがあり、中学校に上がった子ども達からも

良い意味でギャップを感じたという声をよく聞きます。そういった視点から２つの

小学校が中学校で合流する事は、今までに無い新しい人間関係を構築できる貴重な

機会です。又いじめにあっている子どもにとっては環境を変えるチャンスでもあり

ます。発達心理学の都築先生によれば「不安と期待の両面感情がある子が中学に行

って一番伸びる。新しい環境への不安はネガティブではなく子供が行動を起こす動

機になる。」とあります。両校が一つになると、実質分離型の小中一貫校になり９年

間同じ人間関係が続き、１３歳で経験する大切な人間関係の広がりが無くなってし

まいます。子ども達が大きく成長する場を奪わないで下さい。 
 統合すれば約７００人ものマンモス校になります。大きな学校は一見活気がある

ように見えますが、現在５００人規模のけやき台小学校でさえ、子ども達や現場の   

先生の違う様々な学年の子ども達がごった返して移動。授業中は発言したくても、



なかなか番が回って来ません。そして行事のたびに、ついてまわる長い待ち時間。

今よりも児童数が増えれば、もっと子ども達に負担をかける事になるでしょう。 
 現代の子ども達は生きる力が希薄だと言われています。いじめや少年犯罪は増え

るいっぽう、更に低年齢化し内容も悪質なものになっています。なぜ仲間同士、痛

みや悲しみに触れ合い心を響きあわせお互いを大切に出来ないのか…子ども達は自

分を尊い存在だと思えなくなっている、だから相手のことも愛せないのではないで

しょうか。今の時代こども達は自分の存在価値を見出せることが何よりも必要なの

です。その点若葉小学校は一人ひとりに活躍の場が持てる、ゆとりがあって素晴ら

しい学校です。子ども達はそんな環境で自分を認めて貰える喜びを知り、日々いき

いきと過ごしています。こういった経験が子ども達の生きる力を育むうえで一番必

要なのだとおもいます。どうか６歳から１２歳の心も身体も大きく成長する大切な

時期をのびのび過ごさせてあげて下さい。 


